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池敷の土を剥ぎ取り、赤土を敷き詰めています。
透水性の低い粘土質の赤土を使用することで、ため池からの
漏水を防ぐことができます(ブランケット工法)。

ゴム製の遮水シートが布設されました。
さらに、遮水シートの上に、布製型枠を施工します。
布製の型枠の中にモルタルが注入、硬化することで、遮水
シートが固定され、遮水効果が長期間維持されます。
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